
高等学校・専門学校への出願注意

①服装・言葉づかい・態度
☆入試は出願から始まっています。特に、服装や身なり

は皆さんの第一印象を決める重要なポイントとなりま

すので、直前に慌てなくていいよう、きちんと整えて

おきましょう。また、普段からよい言葉づかいや態度

を心掛けましょう。そのときだけの行動はすぐにぼろ

が出ます。

②交通のチェック
☆乗車駅の時刻表をもらいましょう。

☆乗車時間や駅から学校まで行くのにかかる時間をはかりましょう。

☆交通費などを確かめてメモしておきましょう。

③まとまって出願
☆学校の建物に入る前に、防寒具(上着、マフラー、手袋など)をとりましょう。

☆先生に指示された順に整列して出願しましょう。ただし、係の方から指示があった
場合は、それに従って出願しましょう。
（受付をコースや専併、男女に分けて行う学校があります。）

☆願書等をクリアファイル等から取り出し、「お願いします」と言って、相手が見やす
い向きで提出しましょう。

④受験票は大切に
☆願書を提出したときに渡されますので、受験番号を確認し、願書を入
れてきたクリアファイルに入れて、失わないように持ち帰りましょう。

⑤個人報告書の受領書をもらう
☆私立の一部の高校では、願書と同時に「個人報告書」
を提出します。それを確かに渡した証明として、「受領
書」が渡されるので、それもファイルに入れ持って帰
って来てください。（ただし、その場で生徒に渡さず、
後で一中に郵送してくれる学校もあります。）

「調査書」とも言います。
中学校の成績などが書い
てあり、厳封されていま
す。開けたものは受理さ
れませんので、決して開
けないようにしましょう。

興国高校や大阪偕星学園
高校等では、願書をもら
いに来たとき(もちろん出
願時、出願後も)から皆さ
んの服装や身なり、態度
をチェックし、合否決定
の際の重要な資料として
います。過去に、試験の
成績はよくても不合格に
なった例がありますので、
十分注意してください。

たとえば……
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生徒と保護者のための進路情報です。保護者の方も必ずご覧ください。



⑥みんなと一緒に出願しない人
☆学校で決められた日以外や、別の方法で
出願するような場合は、あらかじめ担任
の先生に伝えておきましょう。

⑦何かあったとき

☆出願の行き帰りや出願先の学校で、もし
何かトラブルがあったら一中(072-422-1527)まで連絡してください。

⑧始めから終わりまでまとまって
☆まとまって行動し、全員で一中へ帰りましょう。
☆一中に着いたら、会議室で先生に受験番号を順に報告し、ファイルと受領書を渡し
ましょう。試験日の注意など他にもらったプリントなどがあれば先生に見せてくだ
さい。受験票は家に持ち帰り、試験当日まで大切に保管しましょう。

◎出願時の持ち物
１．願書等の提出書類→→願書に出願する日の日付を記入するのを忘れないように。
２．個人報告書(調査書)→→一中から送る場合もあります。
３．交通費
４．ボールペン、メモ帳など筆記用具(電車の時刻のメモなどに)
(注) 電車やバスは平日と土日(祝日)で、ダイヤが違うので、しっかり確認しておく。

まもなく「貝塚市奨学生」の申し込み〆切です
※詳しくは「貝塚市奨学生募集」(11月に配付したチラシ)をご覧ください。
※中学校長印が必要です(一中に一度提出していただく必要があります）。

■貝塚市奨学生募集■ 再 掲
貝塚市奨学資金の貸付制度は、向学心に富みながら経済的な理由で、修学の困難なも

のに学資を貸与して、教育の機会均等をはかることを目的としています。
１．出願資格
①貝塚市に住所を有する世帯主の子弟で、経済的な理由により修学が困難な者。
②学徒として所定の学業が修められる者。
③高等学校、高等専門学校、専修学校(高等課程)に進学しようとする者。
④保護者に係る貝塚市税について滞納がないこと。

２．願書受付期間

平成２８年１月４日(月) ～ 平成２８年１月２９日(金) （期日厳守）

３．貸与額
区 分 入学支度金(１万円単位)

高等学校 国公立 50,000円を限度として希望する額

私 立 150,000円を限度として希望する額

専修学校 国公立 50,000円を限度として希望する額

高等課程 私 立 150,000円を限度として希望する額

※申し込み・問い合わせは貝塚市教育委員会学事課(市役所東隣 貝塚市教育庁舎１階)まで。
(TEL 433-7108 学事課直通)

受験番号が続きだと試験の席や教室も近
くなります。一中の仲間と席が近いと確
かに心強いかもしれません。しかし、試
験中は誰もが１人。助け合うことはでき
ないのですから、あまり不安に思わない
でください。わからないことは、試験監
督の先生に何でも聞けばいいのです。

別に出願→友達と席が離れる！


